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当協議会(以下、｢大津支え協｣)は、いくつになっても住み慣れた町で 

活き活きと生活をしていくことを目的に、生活支援サービスや通いの 

場(サロン等)の整備及び高齢者の社会参加の促進を目指します。 

 

             三菱 UFJ R＆C 株式会社「介護予防・日常生活支援総合事業に関する研修用動画教材 」より一部抜粋 

 

「あなたの力で地域を元気に！」「できることをできる時に！」 

参加者それぞれの立場（個人・組織として）で、 
 

 を話して、 
 

 を出し合いながら、 
 

 です。  
No.1 

2020/ 10 / 1 

   大津支え協だより  
発行：大津地域支え合い協議会 

（高齢者生活支援体制整備事業：大津地区第 2層協議体） 
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町内会・自治会⾧あてアンケートの実施、「地域で支え合う人の輪づくり講演会」 

や「支え合いフォーラム」を通じて、地域での話し合いを進めています。        
◎ 各団体とも特徴がありますが、主にごみ出し、庭木の剪定草取り、買い物代行 

などのお手伝いをしています。 

 
大津シーハイツ・サポートクラブ、 馬堀海岸 4 丁目助け合いの会、 

馬堀台団地お助け隊、 コーポ湘南大津サポートの会 、 

シーハイツ助け合いクラブ、 桜が丘東映｢福祉サポーター｣ ほか 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.2 
2021/ 4 / 1 

   大津支え協だより 
 

発行：大津地域支え合い協議会 

（高齢者生活支援体制整備事業：大津地区第 2層協議体） 

「あなたの力で地域を元気に！」「できることをできる時に！」

普段顔を合わせているからこそ、気付くことの出来る SOS もあります。 

ー 地域の力を高めましょう！！ ー 

支え合いを必要としている人

見守りとは？ ⇨ 一人ひとりが、地域に住む方々に関心を持つことから  

“見守り”は、住み慣れた地域で、安心して生活を送るためにとても大切な 

ことです。  

“見守り”は、「あいさつをする」「言葉を交わす」など日々の生活の中にも 

たくさんの形があります。  

 

支え合い活動に参加したい人

〇 参加意欲があるにもかかわらず、活動につながっていない人が回答者の 

５０％以上いました。 

〇 是非参加したい８.１％、参加してもよいと回答した人は４８.７％ 

〇 すでに参加していると回答した人は８％ 

 

地域住民の有志によって、健康活動や趣味等のグループ活動を行って、いきいき

とした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に参加者として参加してみ

たいと思いますか。 

【一般高齢者アンケートの調査結果から】：令和元年横須賀市調査 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

こんな活動をしています 

 ごみ出し 

 除 草  

 

 

 

 

 

 

 

            

コーポ湘南大津サポートの会  
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No.3 
2021 年 秋号 

   大津支え協だより  
発行：大津地域支え合い協議会 

（生活支援体制整備事業：大津地区第 2層協議体） 
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「大津支え協｣は、皆さんがいくつになっても住み慣れた町で、 

活き活きと生活をしていくことを目的に、生活支援サービスや 

通いの場(サロン等)を通じて高齢者の社会参加の促進を目指します。 

 

 

広報よこすか  H29(2017).7 月号から抜粋 一部改変 

 

 
 

 

 

 

 

※裏面に、支え合い団体の活動を紹介しています。 

 

 

No. 4 
2022 年 春号    大津支え協だより 

 

発行：大津地域支え合い協議会 

（高齢者生活支援体制整備事業：大津地区第 2層協議体） 
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